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一
般
質
問
（
個
人
）

12
月
定
例
会
議

◆　

認
定
手
続
き
簡
素
化
や
同
一
世
帯
に

複
数
の
対
象
児
童
が
い
る
場
合
の
利
用
者

負
担
上
限
額
管
理
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
に
対

応
す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
改
修
費
を
増
額

◆　

決
算
見
込
み
の
結
果
、
今
年
度
内
の

想
定
申
請
額
分
を
増
額

問　

新
築
時
に
太
陽
光
発
電
の
申
請
は

あ
っ
た
の
か
。

答　

令
和
５
年
度
は
新
築
で
申
請
さ
れ
た

の
は
４
件
。
令
和
６
年
度
も
新
築
時
の
事

前
相
談
を
受
け
て
い
る
。

◆　

補
助
金
の
相
談
件
数
に
基
づ
き
不
足

額
を
増
額

問　

３
世
代
同
居
・
近
居
支
援
と
太
陽
光

の
新
設
を
コ
ラ
ボ
で
連
携
し
て
申
請
す
る

体
制
は
と
れ
な
い
か
。

答　

事
前
に
相
談
が
あ
れ
ば
対
応
し
て
い

る
。
連
携
し
て
や
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

◆　

豪
雨
等
に
よ
り
一
部
崩
落
し
た
旧
白

木
小
学
校
南
側
法
面
の
復
旧
の
た
め
の
工

事
費
を
増
額

問　

旧
白
木
小
学
校
の
跡
地
で
が
け
崩
れ

が
起
き
て
い
る
が
、
ど
う
い
っ
た
内
容
の

工
事
を
す
る
の
か
。

答　

法
面
の
崩
壊
の
要
因
と
し
て
敷
地
内

の
Ｕ
字
側
溝
が
崩
れ
て
底
に
水
が
た
ま
っ

て
い
る
の
で
、
法
面
と
併
せ
て
、
底
の
Ｕ

字
側
溝
の
復
旧
も
行
う
。

問　

旧
白
木
小
学
校
の
跡
地
利
用
に
つ
い

て
は
、
そ
ろ
そ
ろ
方
向
性
を
出
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

答　

提
案
に
の
っ
と
り
様
々
な
見
地
か
ら

立
地
で
き
る
手
法
を
探
っ
て
い
る
が
、
都

市
計
画
法
の
観
点
か
ら
思
う
よ
う
に
進
ん

で
い
な
い
。

予
算
・
決
算
常
任
委
員
会

　令和６年 12 月定例会議は、 12 月３日から 12 月 18 日までの 16 日間で行い　令和６年 12 月定例会議は、 12 月３日から 12 月 18 日までの 16 日間で行い

ました。ました。

　一般会計、 国民健康保険特別会計、 介護保険特別会計、 下水道事業会計　一般会計、 国民健康保険特別会計、 介護保険特別会計、 下水道事業会計

の補正予算を審査し、 可決しました。の補正予算を審査し、 可決しました。

　ここでは、 本会議や委員会での質疑の中から、 いくつかの内容を要約してお　ここでは、 本会議や委員会での質疑の中から、 いくつかの内容を要約してお

伝えします。伝えします。

1212月定例会議月定例会議

予算 ・決算常任委員会予算 ・決算常任委員会

&&&&

障
が
い
者
給
付
シ
ス
テ
ム
改
修

委
託
料　

７
３
８
万
８
千
円

三
世
代
同
居
・
近
居
支
援
助
成
金

５
４
０
万
円

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
整
備
費

補
助
金　

47
万
７
千
円

町
有
地
整
備
工
事

１
２
９
万
１
千
円

一
般
会
計
補
正
予
算
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一
般
質
問
（
個
人
）

12
月
定
例
会
議

◆　

生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
価
格
高
騰
等
に

伴
う
追
加

◆　

消
防
団
員
１
名
退
職
に
伴
う
退
職
報

償
金

◆　

消
防
団
員
４
名
の
新
規
入
団
に
伴
う

被
服
費
の
追
加

◆　

現
行
の
ま
ち
づ
く
り
計
画
の
計
画
期

間
が
令
和
７
年
度
末
ま
で
と
な
っ
て
い
る

◆　

決
算
見
込
み
の
結
果
、
予
算
額
に
対

し
て
不
足
が
見
込
ま
れ
る
た
め
増
額

問　

当
初
予
算
で
の
見
込
み
に
対
し
て
、

給
付
費
の
伸
び
が
大
き
い
要
因
は
。

答　

新
た
に
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
方
が
、

年
々
増
加
し
て
い
る
の
が
大
き
な
要
因
で

あ
る
。
家
族
の
高
齢
化
に
伴
い
要
介
護
認

定
を
受
け
る
人
も
い
る
た
め
、
利
用
料
も

増
加
傾
向
に
あ
る
。
ま
た
、
高
齢
の
方
だ

け
で
は
な
く
、
障
が
い
児
の
給
付
費
も
含

ん
だ
金
額
で
あ
る
。
障
が
い
児
で
早
期
に

検
査
が
必
要
な
子
ど
も
が
い
た
場
合
は
、

保
育
士
や
心
理
士
が
検
査
を
促
す
こ
と
も

あ
り
、
園
児
の
利
用
が
増
加
し
て
い
る
。

◆　

決
算
見
込
み
の
結
果
、
予
算
額
に
対

し
て
不
足
が
見
込
ま
れ
る
た
め
増
額

の
で
、
令
和
８
年
度
以
降
の
計
画
の
策
定

委
託
料
を
設
定

問　

６
つ
の
施
策
を
掲
げ
て
取
り
組
ん
で

き
た
が
、
そ
の
成
果
は
。

答　

一
定
進
め
ら
れ
、
目
標
に
近
い
数
字

ま
で
持
っ
て
い
け
て
い
る
施
策
も
あ
る
も

の
の
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
乖
離
し
て
い
る

と
こ
ろ
も
多
か
っ
た
。
５
年
間
積
み
上
げ

て
き
た
中
で
、
特
に
一
番
大
き
い
と
こ
ろ

で
は
、
デ
ジ
タ
ル
の
進
歩
だ
。

問　

次
期
計
画
策
定
に
あ
た
り
、
現
状
の

評
価
を
す
る
と
い
う
の
は
大
事
な
こ
と
だ

と
考
え
る
が
。

答　

こ
れ
ま
で
の
評
価
と
い
う
の
は
、
重

要
な
指
標
と
な
る
。

問　

新
た
な
計
画
作
成
に
、
各
種
団
体
や

住
民
の
意
見
は
反
映
で
き
る
の
か
。

答　

ま
ち
づ
く
り
会
議
は
住
民
で
組
織
す

る
団
体
や
公
募
委
員
な
ど
で
構
成
し
、
幅

広
い
意
見
を
取
り
入
れ
る
。
性
別
を
問
わ

ず
、
若
い
世
代
の
参
画
も
含
め
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

◆　

決
算
見
込
み
の
結
果
、
予
算
額
に
対

し
て
不
足
が
見
込
ま
れ
る
た
め
増
額

◆　

決
算
見
込
み
の
結
果
、
予
算
額
に
対

し
て
不
足
が
見
込
ま
れ
る
た
め
増
額

◆　

決
算
見
込
み
の
結
果
、
予
算
額
に
対

し
て
不
足
が
見
込
ま
れ
る
た
め
増
額

問　

当
初
予
算
で
の
見
込
み
に
対
し
て
、

子
ど
も
医
療
費
の
増
の
要
因
は
。

答　

一
人
当
た
り
の
受
診
件
数
が
１
．
２

５
倍
ぐ
ら
い
増
え
て
い
る
こ
と
と
、
入
院

医
療
費
も
５
ヵ
月
で
昨
年
１
年
間
の
医
療

費
に
匹
敵
す
る
ぐ
ら
い
の
数
字
と
な
っ
て

い
る
の
が
主
な
要
因
だ
。

◆　

指
定
管
理
業
務
の
更
新
に
伴
い
、
令

和
７
年
２
月
、
３
月
分
の
総
合
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
指
定
管
理
料
を
追
加

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

ま
ち
づ
く
り
計
画
策
定
事
業

期
間
は
令
和
７
年
度

限
度
額　

９
２
０
万
円

地
域
公
共
交
通
確
保
維
持
事
業

（
広
域
協
議
会
負
担
金
）

期
間
は
令
和
７
年
度

限
度
額　

９
８
４
８
万
８
千
円

障
が
い
者
自
立
支
援
給
付
費

９
５
０
０
万
円

Ｕ-

22
医
療
給
付
費
補
助
金

５
２
０
万
円

道
路
維
持
管
理
用
原
材
料
費

91
万
４
千
円

消
防
団
員
退
職
報
償
金

20
万
円

消
耗
品
費　

45
万
４
千
円

子
ど
も
医
療
給
付
費

１
５
０
０
万
円

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
指
定
管
理

委
託
料　

８
０
０
万
円

重
度
障
が
い
者
医
療
給
付
費

３
０
０
万
円

後
期
高
齢
者
医
療
療
養
給
付
費

負
担
金　

８
７
１
万
２
千
円

債
務
負
担
行
為
補
正
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一
般
質
問
（
個
人
）

12
月
臨
時
会
議

◆　

４
市
町
村
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協

議
会
へ
の
負
担
金
で
、
令
和
７
年
度
の
運

行
経
費
等
に
か
か
る
負
担
金
を
設
定

問　

令
和
６
年
度
の
当
初
予
算
か
ら
２
８

６
０
万
円
ほ
ど
減
額
に
な
っ
た
要
因
は
。

答　

令
和
５
年
度
は
料
金
収
入
も
見
込
め

な
い
状
況
で
予
算
を
組
ん
だ
が
、
令
和
６

年
度
は
５
年
度
の
実
績
を
基
に
、
通
年
に

置
き
換
え
、
収
入
額
を
計
算
し
予
算
計
上

し
た
。
そ
の
結
果
、
見
込
み
よ
り
収
入
が

多
く
な
り
、
運
行
経
費
が
下
が
っ
た
た
め

減
額
と
な
っ
た
。

問　

令
和
７
年
度
の
国
の
補
填
は
。

答　

令
和
６
年
10
月
か
ら
令
和
７
年
９
月

ま
で
の
一
年
間
の
運
行
に
関
し
て
、
路
線

補
助
を
国
に
申
請
し
て
お
り
、
補
助
対
象

と
な
れ
ば
令
和
７
年
度
末
に
は
収
入
金
と

し
て
入
っ
て
く
る
予
定
だ
。

問　

年
間
の
バ
ス
利
用
者
の
変
化
は
。

答　

金
剛
バ
ス
運
行
時
の
６
割
か
ら
７
割

ぐ
ら
い
の
乗
車
率
と
な
っ
て
い
る
。

◆　

指
定
管
理
業
務
の
更
新
に
伴
い
、
令

和
７
年
２
月
か
ら
令
和
12
年
１
月
ま
で
の

指
定
管
理
委
託
料
を
設
定

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
指
定
管
理

事
業

期
間
令
和
７
年
度
～
令
和
11
年
度

限
度
額　

２
億
３
２
０
０
万
円

審　議　結　果審　議　結　果審　議　結　果

審
議
結
果件　　　　　　名

　　　　　　　　各議員の表決
（○…賛成、●…反対、△…除斥、退…退席、欠…欠席、－…議長）

河
合
　
英
紀

大
門
　
晶
子

佐
々
木
希
絵

力
武
　
　
清

中
川
　
　
博

浅
岡
　
正
広

髙
田
　
伸
也

藤
野
　
裕
子

－○ ○ ○ ○○ ○○原案可決

12 月定例会議

河南町監査委員条例及び河南町下水道事業の設置等に関する条例
の一部を改正する条例の制定について

令和６年度河南町一般会計補正予算 （第４号）

河南町下水道条例の一部を改正する条例の制定について

○

原案可決

原案可決

－○ ○ ○ ○○ ○○ ○

－○ ○ ○ ○○ ○○ ○

藤
井
　
祥
代

ポ
ー
プ
三
恵

○

○

○

固定資産評価審査委員会委員の選任について

令和６年度河南町国民健康保険特別会計補正予算 （第２号）

河南町総合保健福祉センター指定管理者の指定について

議会の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例
の制定について －○ ○ ○ ○○ ○○ ○○

－○ ○ ○ ○○ ○○ ○○

－○ ○ ○ ○○ ○○ ○○

－○ ○ ○ ○○ ○○ ○○原案可決

同　意

原案可決

原案可決

－○ ○ ○ ○○ ○○原案可決町長、 副町長及び教育長の給料、 手当及び旅費に関する条例の
一部を改正する条例の制定について

令和６年度河南町一般会計補正予算 （第５号）

一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定
について

○

原案可決

原案可決

－○ ○ ○ ○○ ○○ ○

－○ ○ ○ ○○ ○○ ○

○

○

○

令和６年度河南町介護保険特別会計補正予算 （第２号）

令和６年度河南町国民健康保険特別会計補正予算 （第３号）

令和６年度河南町下水道事業会計補正予算 （第２号）

性暴力救援センター大阪 SACHICO の拠点確保と体制強化を求める
意見書 －○ ○ ○ ○○ ○○ ○○

－○ ○ ○ ○○ ○○ ○○

－○ ○ ○ ○○ ○○ ○○

－○ ○ ○ ○○ ○○ ○○原案可決

原案可決

原案可決

原案可決
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全
員
協
議
会

　事業の目的は、エネルギー・食料品価格等の物価

高騰の影響を受けた地域経済の活性化を図るもの。

　概要は、還元期間中にカナちゃんコインで買物を

すると、決済額の20％分のポイントを還元する。上

限は3000ポイントとする。ポイント還元期間は令和

6年12月2日から令和7年1月10日まで。

　ポイント利用期間は、ポイント還元日から令和7

年1月31日まで。

問　ガラケーを使用している住民の方は利用できな

い。キャンペーンを利用できない方に対して、どの

ように考えているのか。

答　スマホ等を持っていない方については、今現在
もカードで利用してもらえる。DXという形で利便
性を高めるうえでも、アプリに移行してもらえるよ
うに考えている。
問　過去の利用実績は。

答　第10弾は、ポイント付与額1256万4029円で利用
ポイント額1203万8338円で利用率95.8％
　第11弾は、ポイント付与額1367万7115円で利用ポ
イント額1307万1366円で利用率95.6％。
問　スマホ利用（アプリ）とカード利用の割合は。

答　第10弾は、4564件がアプリ利用、85件がカード
利用。第11弾は、4940件がアプリ利用、94件がカー
ド利用。
問　カナちゃんコインの定着化が重要である。キャ

ンペーン以外の期間の利用はどうなっているのか。

答　平常時は利用率が下がるのは現実である。平常
時にも利用してもらえるように、使える店舗を広げ
る活動をしている。

問　他の自治体でも地域通貨の取り組みをしている。

地域通貨のネットワークとして近隣市町村で共通し

て使えるようにする考えはあるのか。

答　広範的に使えれば汎用性も増えるので、利用は
上がる。しかし、河南町の地域の経済効果を考える
と他の地域に流れる可能性もある。慎重に考えてい
きたい。

　デジタル庁が推進している自治体窓口のDXのコン

セプトは、住民にとっても職員にとっても幸せな窓

口を実現する。住民の方に優しい窓口として「書か

ない・待たない・回らない」。職員に優しい窓口と

して事務負担軽減、または経験が浅い者でも対応で

きる。これらの2つの方向、視線が満たされ、利便

性向上を図るものとして「書かないワンストップ窓

口」の実現を目指している。

　「書かないワンストップ窓口」とは、誰一人取り残

されない、人に優しいデジタル化を実現する。デジ

タルに不慣れな方などが窓口に来た際もデジタル技

術を活用することで、職員の負担を軽減しつつ、住

民サービスの向上を図る取り組みである。

問　書かないということになれば、本人確認はどの

ようにするのか。

答　本人確認は免許証とかマイナンバーカードのこ
れまでどおりの本人確認書類を提示し、職員がタブ
レットで本人確認情報を打ち込む。申請書を印刷し
て、間違いがないかを確認してもらい、署名をもら
うという流れを考えている。これにより、様々な申
請の署名が1回で済む形になる。

カナちゃんコインキャンペーン
　　　「第12弾冬の20％還元祭」

スマート窓口

　全員協議会は、 今後の町政で考え ・ 実行していく重要なことに関して、 町側から議会に対して説明するところ　全員協議会は、 今後の町政で考え ・ 実行していく重要なことに関して、 町側から議会に対して説明するところ

です。 １１月２９日に全員協議会が開催され、 下記の事柄について議論されました。です。 １１月２９日に全員協議会が開催され、 下記の事柄について議論されました。

全員協議会全員協議会

スマホアプリ「マチイロ」で、議会だよりを配信しています。

電車やバスなどの通勤・通学時間や、ちょっとした空き時間に、

読んでいただけます。

　 議会だよりを
　　アプリでも
読んでいただけます

※アプリは無料ですが、アプリのダウンロードや受信に通信料が発生する場合があります。
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議
会
改
革
特
別
委
員
会
な
ど

◀�

ど
の
よ
う
な
自
然
災
害
被
害
が
あ
っ
た
か

　
（
写
真
は
２
枚
と
も
溢
水
・
冠
水
の
あ
っ
た
場
所
）

　案件１、「委員会の今後の進め方について」は委員

長より「議会基本条例の議論とともに負託案件を並

行して進めていきたい」と提案され、その様に決定

しました。

　案件２、「議会基本条例について」は、経過説明が

なされた後、第１条の条文中文言「住民」か「町民」ど

ちらにすべきか議論されました。河南町政治倫理条

例にも「町民」という文言が使われている等の意見も

あり、「町民」と決定しました。また、議会基本条例

　１月１３日、ぷくぷくドームで令和７年河南町

二十歳の集いが開催され、町議会議員が来賓とし

て参加しました。式典では町議会議員を代表して

浅岡議長から祝辞が贈られました。

　その後、参加者代表による誓いの言葉や、記念

撮影が行われました。

　二十歳の参加者たちは、久しぶりに会う同級生

と写真を撮ったり、談笑して楽しんでいました。

の制定について、新しく議員になられた方への補足

説明は、会派で行うことも了承されました。

　その他として「議会図書館の充実は、各議員から

の図書購入の要望を委員会で諮る」となっておりま

したが、所管の委員会を「福祉文教委員会」としたい

旨の決議が行われ、決定しました。

　最後に議長から各委員長に、新しい議員もおられ

るので、開催できる委員会は早期に段取りをしてい

ただけたらとの要望がありました。

　１月１２日、職員駐車場で令和７年消防出初式

が開催され、町議会議員が来賓として参加しまし

た。式典では町議会議員を代表して浅岡議長から

祝辞が贈られました。

　当日は天気に恵まれ、消防団による一斉放水訓

練が実施されました。見物人の中には小さな子ど

もたちも多く、消防車や、放水訓練で虹が現れる

と歓声を上げていました。

　議会改革特別委員会は、 全議員で構成される特別委員会です。 改選を経た新しい構成議員による１回目の　議会改革特別委員会は、 全議員で構成される特別委員会です。 改選を経た新しい構成議員による１回目の

会議を令和６年１１月２０日に開催し、 下記の事柄について議論されました。会議を令和６年１１月２０日に開催し、 下記の事柄について議論されました。

議会改革特別委員会議会改革特別委員会

固定資産評価審査委員会委員

任期：令和６年 12 月 17 日から
　　　令和９年 12 月 16 日まで（３年間）

関　敦生

人事案件に同意

さん

せ き　　　あ　つ　お

性暴力救援センター大阪 SACHICO の拠点確保

意見書を全会一致で可決

と体制強化を求める意見書
　１２月定例会議において全会一致で可決。可決後は大阪府

に意見書を提出しました。

二 十 歳 の 集 い二 十 歳 の 集 い 消 防 出 初 式消 防 出 初 式



7 河南町議会だより　2025. 3. 1　No.166

こ
れ
が
聞
き
た
い
ね
ん

こ
れ
が
聞
き
た
い
ね
ん

このページは、質問した議員の責任において作成したものです。

一
般
質
問
（
代
表
）

問　

バ
ス
運
営
を
継
続
・
維

持
す
る
た
め
に
乗
車
人
数
や

運
賃
収
入
を
増
や
す
必
要
が

あ
る
。
対
策
は
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

答　

一
人
で
も
多
く
の
方
に

利
用
い
た
だ
く
こ
と
が
最
も

重
要
で
あ
る
。
町
広
報
紙
な

ど
で
地
域
公
共
交
通
の
利
用

を
促
す
旨
を
記
載
す
る
な
ど

の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
い
る
。
ま

た
、
地
域
公
共
交
通
活
性
化

協
議
会
で
７
つ
の
対
策
を
実

施
し
て
い
る
。

問　

や
ま
な
み
タ
ク
シ
ー
を

デ
マ
ン
ド
方
式
に
す
る
問
題

と
課
題
は
。

答　

河
南
町
に
お
け
る
デ
マ

ン
ド
型
交
通
の
必
要
性
、
運

行
方
法
及
び
採
算
性
な
ど
の

調
査
検
討
を
行
っ
て
き
た
。

デ
マ
ン
ド
型
交
通
を
行
う
こ

と
は
厳
し
い
現
状
で
あ
る
。

問　

タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
配

布
方
式
に
す
る
問
題
と
課
題

は
。

答　

近
隣
市
町
村
で
は
千
早

赤
阪
村
が
採
用
し
て
い
る
。

配
布
対
象
の
条
件
を
満
た
す

方
に
対
し
て
５
０
０
円
の
利

用
券
を
１
か
月
当
た
り
２
枚
、

最
大
24
枚
を
交
付
し
て
い
る
。

現
行
の
地
域
公
共
交
通
と
の

関
係
性
を
含
め
て
検
討
し
て

い
く
。

問　

河
南
町
の
避
難
所
最
大

61
か
所
で
全
て
の
住
民
が
避

難
で
き
る
の
か
。

答　

指
定
緊
急
避
難
場
所
26

か
所
、
指
定
避
難
所
31
か
所
、

福
祉
避
難
所
４
か
所
の
合
計

61
か
所
を
指
定
し
て
い
る
。

住
民
が
避
難
生
活
で
き
る
場

所
は
、
指
定
避
難
所
31
か
所

で
、
収
容
能
力
は
最
大
８
３

０
５
人
と
想
定
し
て
い
る
。

問　

近
年
の
自
然
災
害
被
害

と
し
て
ど
の
よ
う
な
も
の
が

あ
っ
た
の
か
。

答　

令
和
４
年
は
土
砂
崩
れ

に
よ
る
里
道
の
通
行
止
め
が

１
か
所
。
令
和
５
年
は
８
月

14
日
・
15
日
の
台
風
７
号
の

大
雨
に
よ
り
町
内
61
軒
が
被

災
し
た
。
溢
水
・
冠
水
１
件
、

樹
木
等
の
倒
木
が
14
軒
。　

８
月
24
日
の
大
雨
に
よ
り
町

内
９
件
が
被
災
し
た
。溢
水
・

冠
水
２
件
、
土
砂
崩
れ
２
件
、

土
砂
流
出
２
件
。
令
和
６
年

度
は
６
月
21
日
の
大
雨
に
よ

り
冠
水
１
件
。
11
月
２
日
の

大
雨
に
よ
り
町
内
４
軒
が
被

災
し
、
溢
水
・
冠
水
が
１
件
、

土
砂
崩
れ
２
件
、
土
砂
流
出

２
件
と
な
っ
て
い
る
。

問　

災
害
が
起
こ
っ
た
と
き

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
タ
イ
ム
ラ

イ
ン
を
各
地
区
で
作
成
し
て

い
る
。
年
に
２
地
区
を
支
援

し
て
い
る
が
支
援
数
は
増
や

す
こ
と
は
で
き
な
い
の
か
。

答　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
タ
イ
ム

ラ
イ
ン
は
、
平
成
30
年
度
か

ら
地
域
版
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

を
策
定
し
て
い
る
地
区
か
ら

順
次
２
か
所
で
作
成
支
援
を

行
い
、
11
地
区
で
作
成
し
て

い
る
。
作
成
に
つ
い
て
は
地

域
住
民
が
主
体
と
な
っ
て
行

う
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

年
次
的
に
２
か
所
で
進
め
て

行
き
た
い
。

問 バス運行に対する要望や意見は

答 最終便の時間延長や
バス停の位置の変更

河
合 

英
紀 

議
員

地
域
公
共
交
通
に
つ
い
て

災
害
対
策
に
つ
い
て

▲�やまなみタクシー

一
般
質
問
は
、
町
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
な
ど
に
つ
い
て
、

議
員
が
町
執
行
機
関
に
質
問
し
、
見
解
を
求
め
る
も
の
で
す
。

◀�

ど
の
よ
う
な
自
然
災
害
被
害
が
あ
っ
た
か

　
（
写
真
は
２
枚
と
も
溢
水
・
冠
水
の
あ
っ
た
場
所
）
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一
般
質
問
（
個
人
）

医
療
的
ケ
ア
児
へ
の
支
援
は

レ
ス
パ
イ
ト
入
院
な
ど

問
答

佐々木 希絵 議員
問　

11
月
に
当
時
８
歳
の
医

療
的
ケ
ア
を
必
要
と
す
る
少

女
を
置
き
去
り
に
し
て
死
亡

さ
せ
た
と
し
て
母
親
が
逮
捕

さ
れ
た
。
町
内
の
医
療
的
ケ

ア
児
に
関
す
る
状
況
は
。

答　

町
内
で
は
医
療
的
ケ
ア

児
が
３
人
い
る
。

問　

保
護
者
が
少
し
の
期
間

で
も
子
の
介
護
か
ら
離
れ
ら

れ
る
体
制
は
あ
る
の
か
。

答　

レ
ス
パ
イ
ト
入
院（
一

時
的
な
短
期
入
所
）の
仕
組

み
が
あ
る
。

問　

受
け
入
れ
病
院
と
利
用

条
件
は
。

答　

南
大
阪
圏
域
で
は
、
羽

曳
野
と
松
原
に
各
１
ず
つ
利

用
で
き
る
病
院
が
あ
る
。
大

阪
府
内
在
住
の
在
宅
の
障
が

い
児
者
で
、
医
療
期
間
が
判

定
す
る
ス
コ
ア
が
10
点
以
上

の
人
が
利
用
対
象
。

問　

医
療
ス
コ
ア
を
調
べ
る

と
、
器
官
切
開
８
点
、
た
ん

吸
引
３
点
、
導
尿
５
点
な
ど

で
あ
る
。
組
み
合
わ
せ
る
と

10
点
を
超
え
る
こ
と
は
あ
る

が
、
２
時
間
毎
に
た
ん
吸
引

を
す
る
だ
け
、
数
時
間
毎
に

導
尿
を
す
る
だ
け
で
は
対
象

に
な
ら
ず
、
個
別
の
事
情
に

対
応
し
き
れ
て
い
な
い
。
対

象
か
ら
こ
ぼ
れ
た
部
分
は
町

独
自
で
対
応
し
て
は
。

答　

今
す
ぐ
は
難
し
い
が
、

医
療
機
関
や
医
師
の
意
見
を

聞
き
な
が
ら
可
能
な
対
応
を

考
え
た
い
。

問　

学
校
園
で
の
受
け
入
れ

体
制
は
。

答　

町
で
は
受
け
入
れ
の
事

例
が
な
い
。

問　

文
科
省
で
は
、
疾
患
を

持
つ
子
を
受
け
入
れ
る
こ
と

を
前
提
と
し
て
、
医
療
的
ケ

ア
実
施
支
援
資
料
を
出
し
て

い
る
。
本
人
や
保
護
者
の
希

望
が
あ
れ
ば
、
町
内
で
受
け

入
れ
る
べ
き
で
は
。

答　

障
が
い
の
有
無
に
関
わ

ら
ず
町
内
の
小
・
中
学
校
で

受
け
入
れ
る
と
い
う
意
識
を

持
っ
た
上
で
、
よ
り
よ
い
就

学
先
を
決
定
す
る
た
め
に
相

談
や
支
援
を
し
て
い
る
。

問　

門
前
払
い
に
近
い
形
に

な
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
の

で
は
。

答　

保
護
者
や
本
人
の
気
持

ち
だ
け
で
進
学
先
を
決
定
す

る
こ
と
は
な
い
。

問　

災
害
時
の
対
応
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

答　

保
健
所
、
町
内
の
関
係

者
、
本
人
や
保
護
者
が
連
携

し
て
個
別
避
難
計
画
を
順
次

作
成
し
て
い
る
。

問　

き
ょ
う
だ
い
児
へ
の
支

援
体
制
は
。

答　

保
健
所
で
は
家
族
の
交

流
会
や
学
習
会
を
開
催
し
て

い
る
。
町
で
は
精
神
面
に
は

保
健
師
や
心
理
士
が
、
物
理

的
に
は
保
育
園
部
、
放
課
後

児
童
、
お
や
こ
園
の
利
用
の

ほ
か
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
や

ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
事
業
を
３
施

設
で
行
な
っ
て
い
る
。

問　

町
で
は
27
の
付
属
機
関

が
あ
る
が
、
男
女
比
や
年
齢

構
成
比
率
が
歪
で
あ
る
と
指

摘
さ
れ
な
が
ら
も
一
向
に
改

善
し
な
い
。
全
国
で
は
、
公

募
の
委
員
を
無
作
為
で
抽
出

す
る
事
例
が
増
え
て
い
る
。

町
で
も
取
り
入
れ
て
は
。

答　

よ
り
広
く
住
民
参
画
を

促
す
観
点
で
意
義
が
あ
る
が
、

課
題
も
あ
る
の
で
研
究
す
る
。

▲�医療的ケア児の保護者が少し�
休めるように支援を

公
募
委
員
は
無
作
為
抽
出

し
て
は

◀
全
国
で
広
が
る
無
作
為
抽
出
で
公
募
委
員
候
補
者
の
募
集
を
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一
般
質
問
（
個
人
）

問　

投
票
率
向
上
に
む
け
て

の
対
策
は
。

答　

民
意
を
反
映
す
る
と
い

う
点
で
は
投
票
率
が
高
い
ほ

ど
良
い
。
選
挙
管
理
委
員
会

か
ら
町
の
防
災
無
線
や
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

な
ど
を
利
用
し
投
票
の
呼
び

か
け
を
行
っ
て
い
る
。

投
票
率
向
上
に
向
け
て
の
課

題
は
多
い
が
、
本
町
に
適
し

た
方
法
を
模
索
し
な
が
ら
調

査
研
究
を
し
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
い
る
。

問　

旧
村
地
区
で
の
戸
別
収

集
へ
の
要
望
は
な
か
っ
た
の

か
？　

あ
っ
た
場
合
の
対
応

は
？

答　

年
に
数
回
の
相
談
は
あ

る
が
、
道
路
事
情
や
人
員
確

保
が
あ
る
こ
と
か
ら
戸
別

収
集
へ
の
対
応
は
お
断
り

し
て
い
る
。

問　

全
国
で
ご
み
出
し
支
援

に
取
り
組
ん
で
い
る
自
治
体

が
あ
る
が
河
南
町
で
の
支
援

は
？

答　

ご
み
出
し
に
関
し
て
の

相
談
を
受
け
た
場
合
は
社
会

福
祉
協
議
会
が
実
施
し
て
い

る
ラ
ク
チ
ン
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー

ト
を
紹
介
し
て
い
る
。
入
会

費
３
，０
０
０
円
を
支
払
う

こ
と
に
よ
り
ご
み
出
し
等
の

お
困
り
ご
と
を
30
分
５
０
０

円
で
お
手
伝
い
す
る
事
業
。

問　

河
南
町
で
の
乳
が
ん
検

診
・
子
宮
が
ん
検
診
に
つ
い

て
の
受
診
勧
奨
の
取
り
組
み

は
？

答　

毎
年
広
報
４
月
号
配
布

時
に
保
健
事
業
の
ご
案
内
の

チ
ラ
シ
を
配
布
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
や
窓
口
等
で
案
内
し
て

い
る
。
ま
た
、
国
が
重
点
勧

奨
と
し
て
い
る
年
齢
に
当
た

る
方
に
対
し
て
戸
別
に
案
内

を
送
付
し
て
受
診
勧
奨
を
行

っ
て
い
る
。
今
後
も
積
極
的

な
受
診
勧
奨
を
実
施
し
受
診

率
向
上
に
努
め
て
い
く
。

問　

空
き
家
バ
ン
ク
の
稼
働

状
況
は
？

答　

空
き
家
の
所
有
者
は
令

和
６
年
３
月
成
約
以
降
登
録

物
件
な
し
。
空
き
家
バ
ン
ク

で
成
約
し
た
場
合
、
空
き
家

の
所
有
者
へ
10
万
円
の
成
約

奨
励
金
制
度
を
実
施
し
て
い

る
。
ま
ず
は
登
録
物
件
を
増

や
す
必
要
が
あ
る
た
め
、
借

り
た
い
方
が
ど
の
よ
う
な
物

件
を
求
め
て
い
る
か
ど
の
よ

う
な
利
用
方
法
を
求
め
て
い

る
か
引
き
続
き
研
究
し
て
ま

い
り
た
い
。

問　

今
後
の
空
き
家
対
策
へ

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

答　

空
き
家
等
の
発
生
の
重

要
性
、
適
切
な
管
理
、
活
用

方
法
、
相
談
先
に
つ
い
て
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
誌
で

情
報
発
信
し
て
い
る
。
府
内

市
町
村
で
構
成
さ
れ
た
大
阪

府
空
家
市
町
村
連
携
協
議
会

に
お
い
て
も
、
各
市
町
村
の

取
り
組
み
や
情
報
発
信
な
ど

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
研
究

し
、
空
き
家
対
策
に
努
め
て

ま
い
り
た
い
。

▲�空き家問題について

▲�粗大ごみについて

問 投票率の向上対策について

答 本町に適した方法を模索しながら
� 調査研究してまいりたい

藤
野 

裕
子 

議
員

町
議
会
議
員
選
挙
お
よ
び

衆
議
院
議
員
選
挙
に
お
い

て
過
去
最
低
の
投
票
率
を

み
て
ど
う
受
け
止
め
ら
れ

て
い
る
の
か

粗
大
ご
み
等
の
ご
み
収
集

支
援
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

燃
え
る
ゴ
ミ
の
戸
別
収
集

と
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
収

集
に
つ
い
て

女
性
の
が
ん
検
診

に
つ
い
て

空
家
対
策
に
つ
い
て

▶�

投
票
率
に
つ
い
て
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一
般
質
問
（
個
人
）

町
の
情
報
配
信
か
ら
避
難
ま
で
、住
民
と

一
体
と
な
っ
た
訓
練
を
実
施
す
べ
き
で
は

防
災
訓
練
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
反
映
で
き
る
か
、

�

検
討
し
た
い

問
答

髙田 伸也 議員

▲�スフィア基準に適合した避難所運営を

▲�自動運転バスの実証実験運航の内容は

問　

本
町
は
職
員
数
だ
け
で

な
く
、
町
在
住
者
も
少
な
い

為
、
災
害
発
生
時
に
は
、
初

動
対
応
が
遅
れ
る
こ
と
が
想

定
さ
れ
る
。
事
前
に
、
災
害

備
蓄
品
を
各
指
定
避
難
所
へ

備
蓄
し
な
い
理
由
は
。

答　

本
町
の
31
ヵ
所
の
指
定

避
難
所
に
、
備
蓄
品
を
事
前

配
備
す
る
た
め
に
は
、
保
管

場
所
の
確
保
や
、
在
庫
や
消

費
期
限
な
ど
の
管
理
が
必
要

に
な
る
た
め
。

問　

避
難
所
の
ス
フ
ィ
ア
基

準
と
は
。
本
町
避
難
所
で
取

り
入
れ
ら
れ
て
い
る
の
か
。

答　

ス
フ
ィ
ア
基
準
と
は
、

被
災
者
に
劣
悪
な
避
難
所
で

の
我
慢
を
強
い
る
の
で
は
な

く
、
通
常
の
生
活
が
で
き
る

よ
う
、
一
人
あ
た
り
の
居
住

ス
ペ
ー
ス
や
水
の
量
、
ト
イ

レ
の
数
等
を
取
り
決
め
て
い

る
基
準
。
本
町
で
も
今
後
、

ス
フ
ィ
ア
基
準
に
照
ら
し
て

検
討
す
る
。

問　

国
の「
新
し
い
地
方
経

済
・
生
活
環
境
創
成
交
付
金
」

を
活
用
し
、
簡
易
ト
イ
レ
や
、

テ
ン
ト
式
の
個
室
、
ダ
ン
ボ

ー
ル
ベ
ッ
ド
等
を
、
主
要
な

指
定
避
難
場
所
に
設
置
頂
き

た
い
が
い
か
が
か
。

答　

本
町
も
こ
の
交
付
金
の

内
容
を
確
認
し
、
対
応
に
つ

い
て
、
検
討
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

問　

年
に
１
度
で
も
、
町
長

に
よ
る
避
難
指
示
の
情
報
配

信
か
ら
、
避
難
所
開
設
、
避

難
住
民
受
入
れ
ま
で
の
一
連

の
住
民
と
一
体
と
な
っ
た
訓

練
を
実
施
す
べ
き
と
思
わ
れ

る
が
、
本
町
の
考
え
は
。

答　

来
年
度
以
降
の
防
災
訓

練
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
反
映
で

き
る
か
、
検
討
し
た
い
。

問　

災
害
時
に
サ
ポ
ー
ト
頂

け
る
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協

力
店（
企
業
）と
し
て
事
前
に

登
録
頂
く
取
り
組
み
を
提
言

す
る
が
、
町
の
見
解
は
。

答　

国
の
動
向
を
注
視
す
る

と
と
も
に
、
町
の
関
係
部
署

や
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
と

連
携
し
、
検
討
し
た
い
。

問　

令
和
７
年
２
月
か
ら
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
業

務
委
託
事
業
者
が
３
社
か
ら

１
社
に
な
る
。
メ
リ
ッ
ト
は
。

答　

緊
急
時
の
連
絡
や
対
応

も
迅
速
に
行
え
、
運
転
手
の

確
保
な
ど
が
メ
リ
ッ
ト
。

問　

カ
ナ
ち
ゃ
ん
バ
ス
の
故

障
や
事
故
な
ど
に
よ
っ
て
、

到
着
が
大
幅
に
遅
れ
る
際
な

ど
、
バ
ス
を
待
っ
て
い
る
方

に
、
何
ら
か
の
情
報
を
提
供

す
る
仕
組
み
を
要
望
す
る
が

い
か
が
か
。

答　

令
和
７
年
度
に
は
、
金

剛
ふ
る
さ
と
バ
ス
の
専
用
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
構
築
し
、
夜

間
や
休
祝
日
で
も
、
運
行
情

報
を
す
る
予
定
で
あ
る

問　

利
用
者
の
少
な
い「
や

ま
な
み
タ
ク
シ
ー
」
は
、
現

在
の
形
態
を
変
更
し
、
高
齢

者
や
障
が
い
を
お
持
ち
の
方

が
、
必
要
な
時
に
自
由
に
利

用
で
き
る
予
約
型
の
新
た
な

交
通
手
段
に
見
直
す
べ
き
と

思
う
が
、
本
町
の
見
解
を
お

聞
き
し
た
い
。

答　

タ
ク
シ
ー
会
社
と
は
、

幾
度
も
相
談
し
て
き
た
が
、

タ
ク
シ
ー
を
増
や
す
の
は
困

難
で
、
町
と
し
て
は
、
デ
マ

ン
ド
交
通
を
行
う
こ
と
は
厳

し
い
と
判
断
し
て
い
る
。

問　

大
阪
・
関
西
万
博
閉
幕

後
に
行
わ
れ
る
自
動
運
転
バ

ス
の
実
証
実
験
で
、
南
河
内

地
域
を
走
行
す
る
２
ル
ー
ト

が
発
表
さ
れ
た
。
河
南
町
を

通
る
ル
ー
ト
に
大
い
に
期
待

し
た
い
が
、
そ
の
内
容
は
。

答　

万
博
終
了
後
か
ら
、
３

年
程
度
の
見
込
み
で
、
南
・

北
２
ル
ー
ト
を
２
台（
乗
員

定
数
１
１
人
）の
バ
ス
を
活

用
し
、
１
日
４
便
程
度
実
証

実
験
運
行
さ
れ
る
予
定
。

本
町
の
防
災
・

減
災
対
策
に
つ
い
て

地
域
公
共
交
通
に
つ
い
て
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一
般
質
問
（
個
人
）

問　

過
去
に
幾
度
か
協
議
会

が
開
催
さ
れ
た
と
聞
い
て
い

る
が
ど
の
よ
う
な
案
が
あ
っ

た
の
か
。

答　

ス
ポ
ー
ツ
公
園
事
業
、

未
来
の
農
業
を
創
る
場
所
事

業
、
い
き
い
き
空
間
創
生
事

業
、
防
災
拠
点
、
ふ
れ
あ
い

広
場
事
業
、
等
の
案
が
あ
っ

た
が
、
旧
白
木
小
学
校
跡
地

が
市
街
化
調
整
区
域
で
あ
り
、

都
市
計
画
法
の
土
地
利
用
に

規
制
が
か
か
る
状
態
で
あ
る
。

問　

市
街
化
調
整
区
域
の
ま

ま
跡
地
活
用
で
き
る
施
策
は

あ
る
の
か
。

答　

旧
白
木
小
学
校
跡
地
は

市
街
化
調
整
区
域
に
位
置
し
、

市
街
化
を
抑
制
す
る
エ
リ
ア

で
あ
り
大
阪
府
の
基
本
方
針

に
よ
り
、
住
居
系
市
街
化
区

域
の
拡
大
は
既
に
都
市
的
土

地
利
用
が
進
ん
で
い
る
場
所

や
具
体
的
な
計
画
が
あ
る
場

所
に
限
ら
れ
て
お
り
、
旧
白

木
小
学
校
跡
地
を
市
街
化
区

域
に
編
入
す
る
の
は
難
し
い

状
況
。
し
か
し
、
市
街
化
調

整
区
域
の
ま
ま
で
の
活
用
方

法
と
し
て
、
地
区
の
特
性
に

応
じ
た
開
発
や
建
築
が
可
能

な
地
区
計
画
の
制
度
が
あ
り
、

こ
の
制
度
の
運
用
基
準
を
策

定
し
て
い
る
が
、
旧
白
木
小

学
校
跡
地
の
活
用
に
つ
い
て

は
、
運
用
基
準
の
見
直
し
を

含
め
て
検
討
が
必
要
と
考
え

て
い
る
。

問　

地
域
住
民
に
白
木
小
学

校
跡
地
を
開
放
す
る
事
は
で

き
る
の
か
。
そ
の
際
必
要
な

手
順
を
広
報
な
ど
で
発
信
で

き
な
い
か
。

答　

地
域
の
方
の
要
望
も
あ

り
、
普
通
財
産
で
は
あ
る
が

貸
出
要
綱
を
制
定
し
、
貸
出

は
可
能
で
あ
る
。
現
状
の
状

態
で
の
貸
出
し
と
な
る
為
、

積
極
的
な
利
用
に
つ
い
て
発

信
の
予
定
は
な
い
。

問　

町
内
の
ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ

カ
ミ
キ
リ
の
被
害
状
況
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。

答　

町
の
公
共
施
設
内
の
被

害
状
況
は
調
査
し
た
桜
の
木

９
９
４
本
の
う
ち
、
フ
ラ
ス

が
確
認
さ
れ
た
木
が
２
２
７

本
、
枯
死
し
て
い
る
木
が

４
９
本
あ
る
。

問　

町
民
の
私
有
地
に
あ
る

桜
の
木
等
の
樹
木
で
伐
採
が

必
要
な
場
合
、
町
か
ら
支
援

は
う
け
ら
れ
る
の
か
。

答　

町
か
ら
の
支
援
は
現
時

点
で
は
無
い
。
今
後
、
防
除

対
策
に
つ
い
て
研
究
し
て
い

く
。

問　

先
日
厚
生
労
働
省
が
発

表
し
た
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
キ

ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種
啓
発
に

つ
い
て
予
定
は
し
て
い
る
の

か
。

答　

対
象
者
に
は
個
別
に
推

奨
を
行
う
予
定
。
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
や
広
報
等
で
も
情
報
発

信
し
周
知
を
図
っ
て
い
く
。

▲�旧白木小学校の跡地活用は？

▲�クビアカツヤカミキリの被害にあった樹木

▲�HPVについて�
（厚労省ＨＰ）

▲�HPVワクチン�
のQ＆A

問 白木小学校の跡地利用について

答 都市計画法上の土地利用に規制
　　　　　　　　　��がかかる状態

ポ
ー
プ 

三
恵 

議
員

白
木
小
学
校
の

跡
地
利
用
に
つ
い
て

Ｈ
Ｐ
Ｖ
（
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー

マ
ウ
イ
ル
ス
）
ワ
ク
チ
ン

キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種

に
つ
い
て

ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ

の
被
害
と
対
策
に
つ
い
て
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一
般
質
問
（
個
人
）

保
育
士
の
労
働
条
件
改
善
に
つ
い
て
の
考
え
は

課
題
と
し
て
認
識
し
国
に
対
し
て
要
望
す
る

問
答

藤井 祥代 議員

▲�旧白木小学校跡地利用を有効に

▲�こども園の保育士を基準通りに

問　

去
年
、
国
の
保
育
士
な

ど
の
配
置
基
準
が
変
更
さ
れ

た
こ
と
を
受
け
、
本
町
で
は

ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
さ

れ
て
い
る
か
。

答　

４
歳
・
５
歳
児
に
つ
い

て
は
、
令
和
６
年
度
か
ら
３

０
対
１
か
ら
２
５
対
１
へ
、

３
歳
児
に
つ
い
て
は
、
２
０

対
１
か
ら
１
５
対
１
へ
変
更

さ
れ
た
。
１
歳
児
に
つ
い
て

は
、
令
和
７
年
度
以
降
に
、

６
対
１
か
ら
５
対
１
に
変
更

さ
れ
る
予
定
。
新
し
い
配
置

基
準
に
つ
い
て
は
、
令
和
７

年
度
４
月
を
目
途
に
実
施
で

き
る
よ
う
人
材
の
確
保
に
努

め
て
い
る
。

問　

病
後
児
保
育
の
現
状
に

つ
い
て
、
利
用
者
の
実
態
な

ど
教
え
て
ほ
し
い
。

答　

病
後
児
保
育
に
つ
い
て

は
、
石
川
こ
ど
も
園
と
中
村

こ
ど
も
園
の
両
園
で
実
施
し

て
い
る
。
実
績
と
し
て
は
、

令
和
５
年
度
、
石
川
こ
ど
も

園
３
名
、
中
村
こ
ど
も
園
は

実
績
な
し
。

問　

自
転
車
通
学
が
可
能
な

ギ
リ
ギ
リ
の
地
域
に
お
住
ま

い
の
住
民
さ
ん
か
ら
は
、
家

が
近
く
な
の
に
自
転
車
通
学

の
生
徒
と
徒
歩
通
学
の
生
徒

が
い
る
と
聞
い
て
い
る
が
、

自
転
車
通
学
可
能
な
基
準
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答　

片
道
１
．
６
５
㎞
以
上

の
場
合
は
、
自
転
車
通
学
を

許
可
し
て
い
る
。
距
離
を
基

に
す
る
考
え
方
も
、
行
政
区

を
基
に
す
る
考
え
方
も
あ
る

が
、
距
離
を
基
に
す
る
方
が

合
理
的
だ
と
考
え
て
い
る
た

め
、
現
時
点
で
は
基
準
の
見

直
し
の
予
定
は
な
い
。

問　

自
転
車
購
入
に
対
す
る

補
助
は
検
討
し
て
い
る
か
。

答　

自
転
車
は
通
学
以
外
に

も
使
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
る

た
め
、
現
時
点
で
は
補
助
は

考
え
て
い
な
い
が
、
卒
業
を

控
え
た
中
学
３
年
生
の
保
護

者
に
向
け
て
通
学
用
自
転
車

の
リ
ユ
ー
ス
と
し
て
不
要
と

な
っ
た
自
転
車
の
提
供
を
お

願
い
し
て
い
る
。

問　

閉
校
し
て
５
年
以
上
経

っ
て
も
、
跡
地
利
用
が
進
ま

な
い
理
由
は
。

答　

白
木
小
学
校
跡
地
は
、

市
街
化
調
整
区
域
の
た
め
、

様
々
な
提
案
を
受
け
て
も
、

市
街
化
区
域
へ
の
編
入
が
困

難
な
状
況
で
あ
る
。

問　

せ
め
て
運
動
場
だ
け
で

も
開
放
で
き
な
い
か
。

答　

現
状
の
ま
ま
で
あ
れ
ば

貸
出
は
可
能
。

問　

民
生
委
員
の
な
り
手
不

足
に
つ
い
て
、
ど
う
受
け
止

め
て
い
る
か
。

答　

民
生
委
員
制
度
が
円
滑

に
維
持
さ
れ
る
た
め
に
は
、

要
件
の
緩
和
や
、
負
担
軽
減

の
仕
組
み
の
検
討
が
必
要
と

考
え
て
お
り
、
国
の
検
討
会

の
動
向
な
ど
を
注
視
し
て
い

く
。

問　

町
独
自
で
民
生
委
員
に

対
し
て
手
当
を
出
す
こ
と
は

検
討
し
て
い
る
か
。

答　

民
生
委
員
は
、
無
報
酬

の
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
た

め
、
民
生
委
員
個
人
へ
の
報

酬
等
の
支
給
は
制
度
上
難
し

い
と
考
え
て
い
る
。

こ
ど
も
園
の
保
育
士
の

人
員
確
保
に
つ
い
て

白
木
小
学
校
跡
地
利
用

に
つ
い
て

民
生
委
員
の
境
遇
改
善

に
つ
い
て

中
学
生
の
自
転
車
通
学
の

実
態
に
つ
い
て
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一
般
質
問
（
個
人
）

問　

利
用
い
た
だ
く
こ
と
が

重
要
だ
と
い
わ
れ
る
が
、
平

石
行
き
は
廃
路
、
他
は
３
割

減
便
。
最
終
時
間
帯
も
早
く

な
り
、
ど
う
し
て
利
用
者
が

増
え
る
の
か
？
同
じ
問
題
を

抱
え
て
い
る
自
治
体
は
、
新

た
な
試
み
を
積
極
的
に
行
っ

て
い
る
。
Ａ
Ｉ
を
利
用
し
た

デ
マ
ン
ド
方
式
、
デ
マ
ン
ド

型
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
、
ラ

イ
ド
シ
ェ
ア
等
の
取
組
み
を

行
い
、
不
便
を
お
か
け
し
て

い
る
平
石
地
区
な
ど
の
町
民

の
足
を
確
保
す
べ
き
で
は
な

い
の
か
。
町
長
の
考
え
は
。

答　

今
後
、
検
討
す
べ
き
課

題
は
も
っ
て
い
る
が
、
今
は
、

住
民
の
移
動
手
段
を
確
保
す

る
と
こ
ろ
で
先
ず
は
進
め
て

い
き
た
い
。

問　

国
の
定
期
接
種
化
が
承

認
さ
れ
た
が
、
町
と
し
て
他

の
自
治
体
の
任
意
接
種
制
度

を
参
考
に
さ
れ
る
の
か
。

答　

今
後
、
国
の
決
定
を
受

け
、
予
防
接
種
自
治
体
説
明

会
に
て
詳
細
の
説
明
が
さ
れ
、

町
と
し
て
は
、
医
師
会
等
と

協
議
を
重
ね
、
検
討
。

問　

美
し
い
河
南
町
環
境
条

例
第
３
条「
町
の
責
務
」に
は
、

「
必
要
な
施
策
の
実
施
及
び

自
主
的
な
清
掃
活
動
等
に
対

す
る
支
援
を
行
う
。」と
な
っ

て
お
り
、
さ
さ
ゆ
り
の
会
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
野
外
で
の

清
掃
活
動
を
さ
れ
て
い
る
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
は
必
要

だ
と
思
う
が
。

答　

出
来
れ
ば
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
連
絡
会
の
加
入
の
検
討
を
。

ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険

の
加
入
は
社
会
福
祉
協
議
会

と
相
談
し
て
ほ
し
い
。

　
（
質
問
内
容
は
動
画
で
。）

問　

寺
田
地
区
関
電
前
進
入

路
に
横
断
点
滅
機
の
設
置
は
。

答　

先
ず
は
、
信
号
機
の
設

置
を
引
き
続
き
要
望
す
る
。

問　

さ
く
ら
坂
２
丁
目
西
側

の
町
有
地
を
有
効
的
に
駐
車

場
に
で
き
な
い
の
か
。

答（
回
答
内
容
は
動
画
で
。）

問　

ア
ン
ダ
ー
22
医
療
費
の

病
院
窓
口
負
担
を
減
ら
す
現

物
給
付
に
で
き
な
い
の
か
。

答　

現
段
階
で
は
そ
う
い
う

形
で
の
運
用
で
あ
る
こ
と
を

理
解
い
た
だ
き
た
い
。

　

（
質
問
内
容
は
動
画
で
。）

問　

火
葬
料
の
補
助
制
度
と

し
て
差
額
の
２
分
の
１
を
限

度
に
補
助
を
し
て
い
る
自
治

体
も
あ
る
が
、
そ
の
考
え
は
。

答　

今
後
、
火
葬
場
を
持
た

な
い
自
治
体
の
動
向
を
注
視

し
て
い
く
。

　
（
質
問
内
容
は
動
画
で
。）

　
（
質
問
内
容
は
動
画
で
。）

　

（
質
問
内
容
は
動
画
で
。）

　

（
質
問
内
容
は
動
画
で
。）

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン

に
つ
い
て

交
通
の
安
全
対
策

に
つ
い
て

ア
ン
ダ
ー
22
の

現
物
給
付
に
つ
い
て

給
食
費
の
無
償
化

に
つ
い
て

小
中
学
校
の
不
登
校
等

に
つ
い
て

難
聴
者
へ
の
助
成

に
つ
い
て

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
加
入

に
つ
い
て

ツ
ー
ル
ド
大
阪
、
か
な
ん

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
つ
い
て

問 バス問題、新たな試みを積極的に！

答 移動手段確保で先ずは進めたい。

中
川
　
博 

議
員

▲�横断点滅機の設置を

防
災
リ
ュ
ッ
ク
に
つ
い
て

浸
水
被
害
に
つ
い
て

交
通
渋
滞
に
つ
い
て

葬
祭
費
支
給
に
つ
い
て

▲�町民の足の確保は？
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一
般
質
問
（
個
人
）

よ
り
投
票
し
や
す
い
環
境
整
備
を

一
歩
一
歩
進
め
て
ま
い
り
た
い

問
答

大門 晶子 議員

▲�投票終了時間を繰り上げるのはどうか

▲�移動式期日前投票車の導入を�
(写真は奈良県五條市の取り組み)

問　

投
票
所
を
減
ら
し
た
事

へ
の
見
直
し
と
し
て
、
移
動

式
の
期
日
前
投
票
車
を
循
環

さ
せ
る
方
法
を
導
入
で
き
な

い
か
。

答　

車
両
の
手
配
や
環
境
整

備
が
必
要
で
あ
り
、
投
票
に

従
事
す
る
人
員
確
保
な
ど
の

問
題
や
、
二
重
投
票
を
防
ぐ

た
め
の
方
策
な
ど
難
し
い
点

が
あ
る
。

問　

課
題
が
多
い
の
は
承
知

し
て
い
る
が
、
千
早
赤
阪
村

で
も
導
入
し
て
い
る
の
で
、

自
治
体
間
で
情
報
共
有
し
、

検
討
を
要
望
す
る
。

問　

投
票
環
境
に
お
け
る
制

約
か
ら
有
権
者
に
有
効
な
投

票
機
会
を
提
供
で
き
て
い
な

い
側
面
が
あ
れ
ば
、
解
消
し
、

改
善
し
て
ほ
し
い
が
。

答　

情
報
伝
達
に
つ
い
て
は

今
後
も
よ
り
わ
か
り
や
す
く

情
報
発
信
を
し
て
ま
い
り
た

い
。

問　

病
気
や
け
が
な
ど
で
入

院
し
た
際
、
不
在
者
投
票
の

利
用
手
順
を
知
ら
な
い
人
も

い
る
。
投
票
の
流
れ
な
ど
を

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
、

情
報
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
し

て
ほ
し
い
が
、
い
か
が
か
。

答　

不
在
者
投
票
に
関
し
て

は
掲
載
し
て
い
る
が
、病
院
・

老
人
ホ
ー
ム
等
の
指
定
施
設

は
管
理
者
を
設
け
投
票
が
行

わ
れ
る
の
で
、
管
理
者
か
ら

お
伝
え
し
て
い
た
だ
く
と
い

う
形
に
な
っ
て
い
る
。

問　

障
が
い
者
の
投
票
は
、

郵
便
投
票
の
利
用
要
件
が
非

常
に
厳
し
く
、
限
ら
れ
た
人

し
か
利
用
で
き
な
い
。
対
象

を
広
げ
、
要
件
を
緩
和
し
て

ほ
し
い
と
の
声
が
あ
る
が
。

答　

ニ
ュ
ー
ス
で
も
取
り
上

げ
ら
れ
て
お
り
、
意
見
が
あ

る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。

国
の
動
向
を
注
視
し
て
ま
い

り
た
い
。

問　

マ
イ
ナ
ー
ポ
ー
タ
ル
の

ぴ
っ
た
り
サ
ー
ビ
ス
で
不
在

者
投
票
の
投
票
用
紙
等
を
請

求
出
来
る
が
、
利
用
し
づ
ら

い
の
で
改
善
し
て
ほ
し
い
。

答　

オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
で
は
、

よ
り
分
か
り
や
す
く
検
索
で

き
る
よ
う
に
改
善
に
努
め
る
。

問　

四
条
畷
市
で
は
京
セ
ラ

と
端
末
の
契
約
を
結
び
、
電

子
投
票
が
実
現
し
た
よ
う
だ

が
、
国
や
府
の
動
き
を
情
報

収
集
し
、
導
入
に
向
け
検
討

し
て
ほ
し
い
。

答　

シ
ス
テ
ム
導
入
に
つ
い

て
は
、
あ
ま
り
普
及
さ
れ
て

い
な
い
が
、
近
隣
市
町
村
等

の
動
向
を
注
視
し
て
ま
い
り

た
い
。

問　

総
務
省
の
ま
と
め
で
、

全
国
の
４
割
の
投
票
所
が
投

票
終
了
時
間
を
繰
り
上
げ
て

い
る
。
投
票
立
会
人
や
職
員

の
負
担
軽
減
を
図
る
方
策
と

し
て
は
有
効
だ
と
思
う
が
。

答　

更
な
る
負
担
軽
減
を
図

る
と
い
う
の
は
、
現
時
点
で

は
難
し
い
。

問　

投
票
の
課
題
も
時
が
経

過
す
る
ご
と
に
変
化
し
、
課

題
へ
の
対
応
も
進
む
の
で
、

継
続
的
に
見
直
し
、
改
革
を

積
み
上
げ
、
有
権
者
が
利
用

し
や
す
い
制
度
へ
と
変
化
し

て
ほ
し
い
の
で
更
に
検
討
を

要
望
す
る
。

投
票
終
了
時
間
の

繰
り
上
げ
に
つ
い
て

利
用
者
の
目
線
に
立
っ
て

改
善
を

電
子
投
票
に
つ
い
て

不
在
者
投
票
に
つ
い
て

移
動
投
票
所
の
設
置
を

（概要）投票区を統合した際に、従来の投票所が廃止されることになった地域を対象に移動期日前投票所を設置して
いる。

奈良県五條市における移動期日前投票所の取組

○選挙人の投票環境に配慮した取組

○投票者数（令和３年衆院選）

○実施日時・実施場所

移動期日前投票所（車）は天候の影響を受けやすいため、宣誓書の記載や
選挙人の待機場所として、地域の集会所等を設置場所に選定している。

大塔町内 １４人 （対象地域における有権者数：２２３人）
西吉野町内 ２８人 （対象地域における有権者数：５７人）

※写真は令和元年参院選のもの。

令和３年１０月２１日（木） 大塔町内

篠原集会所 ９：００ ～ ９：３０

中井傍示集会所 １０：１５ ～ １０：４５

宇井防災コミュニティセンター １１：１５ ～ １１：４５

引土集会所 １３：３０ ～ １４：００

阪本集会所 １４：３０ ～ １５：００

天辻集会所 １５：３０ ～ １６：００

令和３年１０月２２日（金） 西吉野町内

川股地区高齢者福祉センター ９：００ ～ ９：３０

宗桧公民館西日裏分館 １０：００ ～ １０：３０

勢井集会所 １１：００ ～ １１：３０

大峯・桧川迫集会所 １３：３０ ～ １４：００
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一
般
質
問
（
個
人
）

問　

大
宝
地
区
に
お
い
て
の

避
難
路
の
確
保
は
。

答　

指
定
緊
急
避
難
場
所
と

し
て
近
つ
飛
鳥
小
な
ど
公
園

８
カ
所
を
指
定
し
て
い
る
。

問　

大
宝
地
区
は
２
本
の
道

で
し
か
通
行
で
き
な
い
。「
陸

の
孤
島
」
は
避
け
た
い
。
大

規
模
災
害
を
想
定
し
避
難
路

の
確
保
を
。

答　

道
路
上
の
倒
壊
障
害
物

の
除
去
、
移
動
や
放
置
車
両

の
移
動
を
早
期
に
道
路
開
放

に
努
め
る
と
し
て
い
る
。

問　

山
城
バ
イ
パ
ス
の
延
伸

が
な
か
な
か
進
ま
な
い
中
、

風
土
記
の
丘
を
緊
急
避
難
路
、

緊
急
物
資
搬
入
路
と
し
て
整

え
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
思

う
が
。

答　

近
つ
飛
鳥
博
物
館
と
風

土
記
の
丘
の
出
入
口
を
結
ぶ

道
路
は
地
域
緊
急
交
通
路
と

し
て
指
定
で
き
な
い
。

問　

通
学
路
の
危
険
箇
所
の

認
識
は
。

答　

寺
田
北
交
差
点
と
寺
田

交
差
点
の
間
の
関
電
前
の
交

差
点
と
さ
く
ら
坂
線
と
白
木

バ
イ
パ
ス
。

問　

白
木
バ
イ
パ
ス
の
枯
れ

枝
、
落
ち
葉
な
ど
あ
り
定
期

的
な
除
去
作
業
を
。

答　

道
路
管
理
を
富
田
林
土

木
に
求
め
て
い
く
。

問　

町
道
大
ケ
塚
今
堂
線
横

の
農
水
路
は
幅
、
70
㎝
・
深

さ
80
㎝
あ
ま
り
あ
る
。
転
落

防
止
の
ガ
ー
ド
、
グ
ル
ー
チ

ン
グ
な
ど
何
も
施
さ
れ
て
い

な
い
が
。

答　

安
全
指
導
や
ス
ク
ー
ル

ガ
ー
ド
リ
ー
ダ
に
街
頭
指
導

し
て
い
る
。

問　

道
路
表
面
の
凹
凸
が
激

し
い
場
所
が
あ
る
。
認
識
は
。

答　

一
部
に
劣
化
が
み
ら
れ

る
。
道
路
管
理
者
に
連
絡
し

対
応
し
て
も
ら
う
。

問　

こ
ど
も
園
に
お
け
る
保

育
士
の
現
状
、
お
か
れ
て
い

る
働
き
方
改
革
で
課
題
・
問

題
意
識
は
。

答　

人
材
確
保
が
課
題
で
、

有
給
休
暇
の
取
得
、
休
憩
時

間
の
確
保
な
ど
職
場
環
境
の

改
善
が
課
題
で
あ
る
。

問　

残
業
の
実
態
は
ど
う
な

っ
て
い
る
の
か
。
休
憩
は
ち

ゃ
ん
と
で
き
て
い
る
か
。

答　

休
憩
の
取
得
は
保
育
教

論
を
補
充
し
、
担
任
の
代
わ

り
に
対
応
す
る
フ
リ
ー
の
保

育
教
論
を
増
員
し
て
い
る
。

問　

本
町
は
昭
和
59
年
に
、

憲
法
を
守
り
人
間
を
尊
重
す

る
平
和
都
市
宣
言
を
。
平
成

元
年
、
非
核
都
市
宣
言
を
議

会
で
採
択
し
て
い
る
。
今
日

ほ
ど
こ
の
宣
言
が
大
切
に
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う

が
、
見
解
は
。

答　

多
く
の
人
が
犠
牲
と
な

っ
た
戦
争
を
二
度
と
繰
り
返

さ
な
い
事
を
固
く
誓
い
後
世

に
伝
え
て
行
く
と
共
に
恒
久

平
和
を
目
指
し
て
い
く
。

問　

日
本
被
団
協
の
方
が
ノ

ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞
を
受

け
て
の
コ
メ
ン
ト
は
。

答　

日
本
被
爆
者
団
体
協
議

会
の
活
動
が
評
価
さ
れ
極
め

て
意
義
深
い
こ
と
で
あ
る
。

中
学
生
の
通
学
路
の

安
全
対
策

こ
ど
も
園
の
運
営

に
つ
い
て

反
戦
・
平
和
の
取
り
組
み

に
つ
い
て

問 緊急時、芸大の構内通れるように協定を

答 芸大構内の救援物資の搬出入は可能

力
武 

清 

議
員

▲�「町道大ケ塚今堂線」横の農水路の転落防止策を

▲�「風土記の丘」出入口への緊急時の通行を



編
集
後
記

編
集
後
記

　

大
阪
南
消
防
組
合
の
消
防
士
を

講
師
と
し
て
招
き
、
普
通
救
命
講

習
を
受
講
し
ま
し
た
。（
表
紙
）

　

講
習
で
は
、
心
肺
蘇
生
法
や
、

実
際
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
い
な
が
ら
救

命
処
置
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

万
が
一
の
場
面
で
、
救
急
車
が

到
着
す
る
ま
で
の
間
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を

使
用
す
れ
ば
、
生
存
率
が
劇
的
に

向
上
し
ま
す
。
今
後
、
も
し
も
の

時
に
少
し
で
も
役
立
て
る
よ
う
、

習
得
し
た
知
識
を
忘
れ
ず
に
活
か

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
早
い
も
の
で
も
う
３
月

に
な
り
ま
し
た
。
２
月
の
始
め
頃

は
河
南
町
も
雪
に
見
舞
わ
れ
ま
し

た
が
、
だ
ん
だ
ん
と
暖
か
く
な
り
、

春
が
近
づ
い
て
き
た
よ
う
に
感
じ

ま
す
。
限
ら
れ
た
期
間
で
す
が
、

今
年
も
満
開
の
桜
を
見
る
の
が
楽

し
み
で
す
。

定例会議の日程定例会議の日程
３月４日　開会
３月５～７日　常任委員会
３月21・24日　一般質問
３月25日　閉会
※�日程は、変更になる場合があり
ますので、問い合わせは議会事
務局へ。

　議会だよりの新年号の表紙のため、町立中学校
美術部の生徒さんたちに描いていただいた作品集
です。
　新年号の表紙には使用しませんでしたが、皆さ
んが一生懸命描いていただいた素晴らしい作品で
すので、今回掲載察せていただきました。
　ぜひご覧ください。

～　今年の干支　「巳」 の作品展　～～　今年の干支　「巳」 の作品展　～
ととええ みみ


